
発表時間 対象国 注目度

21:30 米（USD） USD 小

23:00 米（USD） USD 中

23:00 米（USD） USD 中

23:00 米（USD） USD 中

発表時間 対象国 注目度

10:30 豪（AUD） AUD 小

10:30 豪（AUD） AUD 大

18:00 EU圏 EUR 中

18:00 EU圏 EUR 中

18:30 南アフリカ ZAR 中

発表時間 対象国 注目度

10:30 豪（AUD） AUD 中

14:00 日（JPY） JPY 小

14:00 日（JPY） JPY 小

15:00 独（EUR） EUR 中

28:00 米（USD） USD 小

発表時間 対象国 注目度

8:50 日（JPY） JPY 中

8:50 日（JPY） JPY 中

15:00 独（EUR） EUR 中

18:00 EU圏 EUR 中

20:45 EU圏 EUR 大

21:30 EU圏 EUR 大

発表時間 対象国 注目度

10:30 中国 -

17:30 英（GBP） GBP 中

21:30 加（CAD） CAD 中

23:00 米（USD） USD 小

発表時間 対象国 注目度

発表時間 対象国 注目度

]

四半期非農業部門労働生産性 -0.6% -0.2%

5月ISM非製造業景況指数 57.5 57.1

4月製造業新規受注 0.5% -0.2%

来週の主要イベントのポイントチェック

6月5日～6月11日の注目すべき経済指標・イベントは、EU圏・オーストラリアの政策金利発表と、豪・日・EU圏で発表される国内
（域内）総生産です。発表前後は、相場が大きく変動することがありますので、リスク管理や使用レバレッジ倍率に十分注意して取引を
実行しましょう。

6月11日
（日）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

4月卸売在庫 0.2% -0.3%

6月10日
（土）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

-0.5% 0.7%

5月失業率 6.5% 6.6%

6月9日
（金）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

5月消費者物価指数 1.2% 1.5%

4月鉱工業生産指数

政策金利発表 0.00% 0.00%

ドラギ総裁定例記者会見 - -

4月国際収支・貿易収支 8655億円 4940億円

四半期域内総生産 0.5% 0.5%

4月鉱工業生産 -0.4% 0.5%

4月消費者信用残高 164億ドル 150億ドル

6月8日
（木）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

四半期実質国内総生産 0.5% 0.6%

4月景気一致指数速報値 114.4 117.5

4月製造業新規受注 1.0% -0.3%

4月景気先行指数速報値 105.5 104.3

四半期国内総生産 -0.3% 0.9%

6月7日
（水）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

四半期国内総生産 1.1% 1.6%

4月小売売上高前月比 0.3% 0.1%

4月小売売上高前年比 2.3% 2.1%

1.50%政策金利発表 1.50%6月6日
（火）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

1-3月期経常収支 -39億豪ドル -5億豪ドル

来週（6/5～6/11）の主要イベント

6月5日
（月）

イベント内容 前回の結果 今回の予測

5月労働市場情勢指数 3.5 3.0
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・注目度は、指標発表時に相場の急変動が発生しや
すい度合いを表す。

注目度小：10-15pips程度の変動可能性
注目度中：20-35pips程度の変動可能性
注目度大：45-100pips程度の変動可能性

※あくまでも目安（参考値）です。



イベント（米雇用統計）を通過し、局所的に乱高下の動きが発生。エン
ベロープの1.0偏差まで価格が抜けてきている状況が確認できます。引き
続き、急変動が発生しやすい環境ですので、レバレッジ倍率や取引量に
注意しましょう！

※ 注目の通貨ペアを一つピックアップして動向を分析・紹介します

5タームレンジ 77.9 pips

25タームレンジ 80.3 pips

今週の動向と取引時のポイント

値動きが拡大中！リスク管理を再チェック！

4h足チャートは、下落トレンド（短期底値圏）最終局面での攻防が確認
できます。安値を更新せずに短期二番底形成となれば、上昇転換が視野
に入りますが、安値を更新するようであれば、下落トレンドの継続が見
込まれる状況です。

USDJPY1h足チャート 今週の相場動向

売買サイン 売り

1タームレンジ 130.5 pips

トレンド傾向 二番底か？安値更新か？

現在の売買方向 売り

今週の4h足チャートのポイント

短期底値圏の攻防に注目！

世界的には、株価の上昇を受けて過度なリスク回避ムードは去りつつあ
りますが、依然ドル円相場はジリジリ下落トレンドが継続中。イベント
による一時的な乱高下の影響も考えられますが、値動きの拡大⇒下落本
格化の可能性を視野に入れておくと良いでしょう。

USDJPY4h足チャート 今週の相場動向

現在のトレンド ④ 下落最終局面

今週のトレンド推移 ④

今週の価格推移 110.3-111.7

今週の値幅 約140pips（1.4円）

今週の日足チャートのポイント

ジリジリ下落が続き値幅も拡大傾向。やや不穏な動き。

今週の市況と来週のマーケット動向分析

USDJPY日足チャート 今週の相場動向

現在のトレンド ③ 下落トレンド

今週のトレンド推移 ③
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短期トレンド傾向 底値模索中（継続）

トレンド動向と取引チャンス考察

底値模索中、豪ドル売りの流れの変化に注目

AUDJPYは、安値圏で停滞中（継続）。他の通貨ペアで見ても、豪ドル
は足元で売られる傾向に。引き続き豪ドル売りの流れが継続するのか？
それとも、短期的に反発の動きを見せるのか？転換局面の動向に注目
し、先行きを察知しておくと良いでしょう。

※ 足元で注目すべきトレンドの通貨ペア動向を紹介します 

現在のトレンド ④ 下落最終局面

今週のトレンド推移 ④

5タームレンジ 66.5 pips

短期トレンド傾向 年初来安値付近まで下落

トレンド動向と取引チャンス考察

底値形成か？安値更新か？

AUDNZDは、豪ドル売りが継続、トレンド④：下落最終局面まで下落が
進行し、直近安値付近での値動きとなっていることが確認できます。こ
のまま安値を更新し、下落トレンドが継続するか？それとも、反転の兆
しが見られるか？に注目です。トレンドが転換した場合、クロス円の動
向にも変化が見られる可能性が高まります。

AUDJPY日足チャート 今週の相場動向

現在のトレンド ④ 下落最終局面

今週のトレンド推移 ④

5タームレンジ 69.6 pips

短期トレンド傾向 上下圧力が拮抗中

トレンド動向と取引チャンス考察

上下どちらの移動平均線を抜けていくかに注目

GBPJPYは、下落トレンド転換後やや停滞気味の展開に。どちらかの移
動平均線を突破した場合、その方向に大きく値が動き出す傾向がポンド
にはありますので、動向に注目しましょう。

AUDNZD日足チャート 今週の相場動向

現在のトレンド ② 下落転換

今週のトレンド推移 ②

5タームレンジ 130.8 pips

2017/6/5
今週の市況と来週のマーケット動向分析

GBPJPY日足チャート 今週の相場動向



※チャート引用元：bloomberg

【 ニューヨークダウの動向 】
先週のNYダウは、高値圏で、もみ合いながら上値を追う展開に。

【 ドイツDAXの動向 】
先週のDAXは、停滞傾向から一気に急上昇。リスクオフムードが払拭されつつある。

金利（債券）市場の動向について

債券市場の動向は、為替相場へ大きな影響を与えます。特に、相場が「金利相場」
に突入しているケースでは、ほぼ債券市場の値動きがそのままパラレルに為替レー
トに反映されることもあるほど強い相関関係が見られます。金利動向は、主に長期
金利（10年債）と短期金利（2年債）の動きが注目されますが、為替相場に最も大
きなインパクトを与えるのは、アメリカ国債の値動きになります。債券動向の基本
的なポイントはおさえておくと良いでしょう。

【長期金利の動向について（上チャート）】

米国債10年金利（長期金利）は、下落傾向が継続。突発的な材料が出た場合、引
き続き乱高下しやすい状況です。しばらくは、金利調整局面の可能性を意識してお
きましょう。

【短期金利の動向について（下チャート）】

米国債2年金利（短期金利動向）は、値動きが乏しく、低迷傾向にあります。市場
のリスク志向の変化によって、値動きの荒い展開が発生する可能性がありますの
で、動向には注意しておきましょう。

2017/6/5
金融マーケット全体の動向について（株・債券・為替市場を複合的に見る視点）

為替相場の変動は、為替市場の要因だけでなく、他の金融マーケットの動向も大きく影響します。その中でも特に影響が大きい「株式市
場」と「金利（債券）市場」について、動向とポイントを紹介します。

株式市場の動向について

株式市場の動向は、為替相場にも影響を与えることがしばしばあります。主要通貨
への影響が特に大きい主要3市場の株価動向は、週次単位でチェックし、トレンド
を把握しておくと良いでしょう。株の急落や急騰時は、それぞれの国の通貨も連動
して乱高下することがありますので、特に注意して観察しましょう。
　　　（チャートは上から順に、日経平均・NYダウ・ドイツDAX）

【 日経平均株価の動向 】
先週の日経平均株価は、リスクオン転換で高値突破。年初来高値更新。



編集後記「バックパッカートレーダーズ写真紹介 世界の現地紹介編

世界中の写真を紹介します。気に入ったスポットがあれば、トレードの利益で実際に冒険してみましょう！

今週の1枚「王様の景観！」
見れる場所 ： プラハ

1度は行きたい「石畳で聞く野外クラシックコンサート」
聞ける場所：プラハ

撮影地：チェコ


